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県有土地維持管理費 行財政構造改革 ○ ― ― 1 ○ 97,088 0 105,969 △ 8,881 ○ ○ ○ ○ △ 10,000

指定管理者評価選定事業 ○ H20 7 1 ○ 1,184 0 0 1,184 ○ ○ ○ 0

福井城址石垣保存管理対策事業 元気な県土 ○ H21 6 1 ○ 4,736 0 0 4,736 ○ ○ 0

3 0 0 3 3 0 103,008 0 105,969 △ 2,961 2 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 △ 10,000

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 財産活用推進課 （単位：千円）

事務区分

平成
２６年度
予算額

 財源内訳 活動指標1結果分類

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

活動指標2結果分類 成果指標1結果分類 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 財産 Ｇ

1 □ ■ ― 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ ― 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

12,511 55,225 12,976 10,251

10,709 42,189 10,938 9,217

9,475 40,625 10,705 9,170

4 4 9 5

5 4

41,427 38,837 33,146 101,980

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部（庁） 財産活用推進

事 業
区 分

国　庫 実行予算

県有財産の早期売却及び有効活用 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

行財政構造改革 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 県有土地維持管理費 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

県有財産について有効活用および早期売却を図り、財産収入を確保する。

［事業内容］

①土地維持管理に係る経費
　　県有施設の売却・維持管理等に要する経費　　計　119,489千円
　　　土地鑑定、広告料　　　　　　      2,819千円
　　　除草委託料　　　　　　　　　　      467千円
　　　庁舎敷地借上料　　　　　　      　6,203千円
　　　県庁舎周辺の土地・建物等購入　  110,000千円（旧福井財務事務所土地・建物購入分ほか）

　平成25年度県有地売買実績　計　101,980千円
　　もと織田駐在所敷　9,640千円、もと三方家族寮A棟敷　10,750千円、鯖江市西山県有地　3,489千円、もと鯖江土木事務所敷　71,471千円、
　　もと警察芝原公舎敷　6,630千円

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 119,489 327%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 97,088 289%

決 算 額 の 推 移 80%

活動 土地売却件数 6 25% 売却した土地の件数 Ⅰ

事業効果 指標 未利用県有地 3 -23% 不動産業者に売却委託を行った未利用県有地の延件数 Ⅳ

の推移 成果 土地売却収入 60,559 37% 売却した土地の収入額 Ⅰ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 97,088 ・平成２４年度から県有地処分の媒介に関する協定書を（社）宅建協会等と締結
し、売却困難な土地の売却促進を図るとともにインターネットを活用し、土地の売
却を図っている。
・平成２５年度から公有財産システムについてスタンドアロンで活用することでシス
テム改修費、維持管理費の縮減を図った。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 105,969

一　般　財　源 △ 8,881

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
未利用県有地について積極的に売却を図った。また、売却が困難な場合も貸出することで歳入の確
保を図った。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

未利用県有地については、今後もインターネットを活用した土地売却を推進するとともに、効果的
な広報実施により売却を促進する。また、売却が困難な場合でも、貸出等別の利用方法を幅広く検
討していく。 見　直　し　額 △ 10,000 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 財産 Ｇ

1 □ ■ H20 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,532 1,056 952 1,659

1,532 1,056 952 1,659

1,222 615 621 1,232

19 23 23 23

100 100 100 100

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部（庁） 財産活用推進

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 指定管理者評価選定事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

公の施設の指定管理者が行う業務の履行状況に対し、外部評価制度を導入して監視、評価を行うことにより、公の施設のよりよい管理運営に反映させていく。

［事業内容］

公の施設ごとに外部評価委員会を設けて、指定管理者の業務状況を評価し、サービス水準が確保されているかどうかチェックを行う。
・県、指定管理者以外の第３者を委員とした外部評価委員会を設置。
・事業報告書や月次報告書、利用者アンケート調査結果などをもとに、指定管理者の業務実施状況のチェック。
・水準が確保されていないと評価があった場合、県が指定管理者に対し業務の改善、サービスの向上を指導。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,184 1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,184 11%

決 算 額 の 推 移 17%

活動 委員会開催施設 22 7% Ⅰ

事業効果 指標

の推移 成果 委員会を開催すべき施設の開催状況（％） 100 0% Ⅱ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,184 ・平成２５年度に包括外部監査結果に伴う指定管理者制度の見直しにあわせ、指
定管理者制度ガイドラインを作成した。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,184

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
委員会において、指定管理者の業務実施状況をチェックし、必要に応じて業務改善等の指導を行う
ことで、指定管理施設のサービス向上を図った。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後も委員会を継続的に開催することで指定管理施設のサービス水準の向上を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 財産 Ｇ

1 □ ■ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 6 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,100 2,024 2,665 2,849

3,435 1,902 2,583 2,821

3,054 1,898 2,579 2,758

1 1 1 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部（庁） 財産活用推進

事 業
区 分

国　庫 実行予算

次の５０年の都市改造 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県土 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井城址石垣保存管理対策事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

歴史的遺産である福井城址が、県民の方々に広く親しまれ気軽に来訪できる憩いの場となるよう整備を行う。

［事業内容］

～平成２４年度　　　　石垣のはらみ箇所の定点観測、石垣保存調査委員会の開催
平成２５年度　　　　　石垣のはらみ箇所の定点観測、石垣保存調査委員会の開催、表面調査
平成２６年度　　　　　石垣の現況の立面図化、石垣保存調査委員会の開催
平成２７年度～　　　　石垣の表面補修や、影響を与えている樹木（サクラ以外）のせん定など保全対策を実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 4,736 47%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,736 17%

決 算 額 の 推 移 2%

活動 観測・調査と保存調査委員会の開催等 1 0% Ⅱ

事業効果 指標

の推移 成果 ※目標数値を設定することが困難なため特記事項に記載

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成26年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 4,736 ※成果指標について
観測の結果をもとに必要となる対策工法の検討と対策工を行う。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 4,736

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
委員会において、これまでの観測結果などから石垣のはらみ出しは進行していないことが判明した
ため、石垣の積み直しは行わず、表面補修や樹木のせん定などの保全対策を行うという方針が得ら
れた。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

方針に従い、石垣の欠けた部分の表面補修や、石垣に影響を与えている樹木（サクラ以外）のせん
定などにより石垣の保全を行っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－３－


